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番号 名　称 実施時期 実施頻度 対　象 評価項目（対応目標含む） 評価手法

1 プレイスメントテスト 4月 毎年 1年次生 知識（目標3） 試験

2
外部試験（GPS-Academicな
ど）

4月 毎年 1、4年次生
汎用的技能
（目標1、2、3）

試験、アンケート

3 到達度確認試験 5月、11月 毎年 1年次生 知識（目標3、4） 試験

4 単位取得状況（講義科目）
7～8月、
1～2月

毎年
1～4年次生、6
年次生

知識
（目標1、2、3、4、5、6）

試験、レポート

5
単位取得状況（学内実習・演
習）

通年 毎年 1～4年次生
知識、技能、態度
（目標1、2、3、4、5、6）

レポート、口頭試問、ルーブリック

6 薬学共用試験 12月、2月 毎年 4年次生
知識、技能、態度
（目標1、2、3、4、5、6、7）

試験

7 授業評価アンケート 8月、1月 毎年
1～4年次生、6
年次生

授業の満足度
授業の理解度
学習状況
（目標1、2、3、4、5、6）

アンケート

8 修学状況調査 4月 毎年 2、4年次生
コンピテンシーの達成度
（目標1、2、3、4、5、6、7、8）

アンケート

9 実務実習 通年 毎年 5年次生

理解力、表現力、コミュニケー
ション力、問題発見・解決力、薬
剤師としての総合力
（目標1、2、3、4、5、6、7）

レポート、発表（ポスター）

10 卒業研究 通年 毎年 6年次生

理解力、表現力、コミュニケー
ション力、問題発見・解決力、研
究者としての総合力
（目標4、7、8）

発表（ポスター）
論文作成

11 卒業試験 12月、1月 毎年 6年次生
知識
（目標1、2、3、4、5、6、7）

試験

12 卒業生調査
2月又は3
月

毎年 卒業予定者
コンピテンシーの達成度
（目標1、2、3、4、5、6、7、8）

アンケート

薬薬学学部部薬薬学学科科アアセセススメメンントト・・チチェェッッククリリスストト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年1月 20日作成

薬学部薬学科のＤＰで示された到達目標（能力・資質のリスト）

目標１：『医療人としての資質』

目標２：『コミュニケーション能力と連携能力』

薬の専門家として、進歩する医療に対して常に関心や学習意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有している。

医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を有している。

医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められる行動を実践する能力を有してい
る。

科学者として、生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学に関する基本的な知識と技能を有している。

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門的な知識を有している。

医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献するための知識と能力を有している。

目標６：『薬物治療の実践能力』

目標７：『医療における課題対応能力』

目標８：『薬学における探求能力』

薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理を実践する能力を有している。

医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それらを考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

目標３：『科学の基礎知識』

目標４：『薬学の専門知識』

目標５：『保健衛生の専門知識・実践能力』

6



薬学部　カリキュラムマップ

25 年度以降入学生

7



ディプロマ・ポリシーとコンピテンシーとの関連

各科目とコンピテンシーの関係については、コンピテンシーマトリックスに記載されており、どのような知識・技能・態度が修得できたかを知ることが出来る。
また、修得した知識・技能・態度（コンピテンシー）と、ディプロマ・ポリシーの関係については上図の通りである。

コンピテンシー
（１） （２） （３） （４） （５） （６）

●：関連
教養と倫理観 薬学関連領域

における知
識・技能

薬物治療の専
門家としての
実践能力

コミュニケー
ション能力

地域における
医療人として
の活動

薬学関連領域
における探
求・解決能力

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

１）
『医療人としての資質』
医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養をもち、人の命と健
康的な生活を守る使命感、責任感を有している。

● ●

２）
『コミュニケーション能力と連携能力』
医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互理解を深め、積極的
に連携・協力し、薬剤師に求められる行動を実践する能力を有している。

● ● ●

３）
『科学の基礎知識』
科学者として、生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解す
るために必要な科学に関する基本的な知識と技能を有している。

●

４）
『薬学の専門知識』
薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門的な知識を有して
いる。

● ●

５）
『保健衛生の専門知識・実践能力』
医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献するための
知識と能力を有している。

● ●

６）
『薬物治療の実践能力』
薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活用、安全で有効な薬
物療法の実施と評価等の薬学的管理を実践する能力を有している。

● ● ● ●

７）
『医療における課題対応能力』
医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それらを考察し、課題解決
に貢献できる能力を有している。

● ●

８）
『薬学における探求能力』
薬の専門家として、進歩する医療に対して常に関心や学習意欲をもち、生
涯にわたり自己研鑚に励む態度を有している。

●

（2023年度以降入学生）
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１．教養と倫理観
広い教養を身につけ、生命の尊厳、人権を尊重し、医療倫理・法令等を遵守した活動ができる。

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

海
外
の
薬
剤
師
に
学
ぶ
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

共通教育科目

薬学英語Ⅰ

薬学英語Ⅱ

原著論文

ヒューマニズム

コミュニケーション 医療の中の薬学

社会の中の薬学

薬事関係法規

事前実習
Ⅰ・Ⅱ

薬局実習・病院実習
B群・C群選択
科目群*

*B群・C群選択科目群のコンピテンシーについては、
コンピテンシーマトリックスを参照すること

共通教育科目

治療系実習

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照

薬学部　履修系統図（カリキュラムツリー）
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２．薬学関連領域における知識・技能
薬学の基盤科目の内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

物
理
系

化
学
系

生
物
系 薬

理
系

治
療
系

薬
剤
系

製
剤
系

臨
床
系

薬局実習・病院実習 卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ

卒業研究Ⅰ

基礎実習
1・2

各系
実習※

演習1A

演習1B

演習2A

演習2B

演習3A

演習3B

事前実習
Ⅰ・Ⅱ

薬学応用
演習

薬学総合演習

薬学理論演習Ⅰ

薬学理論演習Ⅱ

B群・C群
選択科目群*

*各系実習、B群・C群選択科目群のコンピテンシー
については、コンピテンシーマトリックスを参照すること

医療の中の薬学

社会の中の薬学

衛
生
系

海
外
の
薬
剤
師
に
学
ぶ
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

早期体験薬学への招待

先端医療

トライアルラボ

薬学実践
演習

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照
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２．薬学関連領域における知識・技能
薬学の基盤科目の内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

基礎化学

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅰ

有機化学Ⅳ

有機化学Ⅲ

医薬品化学Ⅰ

医薬品化学Ⅱ

生薬学

漢方医薬学

有機構造解析

基礎物理学

薬品分析学Ⅰ

薬品分析学Ⅳ

薬品分析学Ⅲ

物理化学Ⅰ

物理化学Ⅱ

物理化学Ⅲ

物理化学Ⅳ

薬品分析学Ⅱ

基礎生物学

生化学Ⅰ

生化学Ⅱ

細胞の分子
生物学Ⅰ

細胞の分子
生物学Ⅱ

細胞の分子生物学Ⅲ

免疫学

微生物学

生理学

機能形態学

衛生薬学Ⅰ

衛生薬学Ⅲ衛生薬学Ⅱ

衛生系

衛生薬学Ⅳ

化学系 物理系

生物系

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照
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２．薬学関連領域における知識・技能
薬学の基盤科目の内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

薬理学Ⅰ

薬理学Ⅱ

薬理学Ⅲ

薬理学Ⅳ 薬理学Ⅴ

薬理学Ⅵ

病態学

病態治療学Ⅰ

病態治療学Ⅱ

病態治療学Ⅲ 病態治療学Ⅳ

病態治療学Ⅴ 病態治療学Ⅵ

生物薬剤学Ⅰ

生物薬剤学Ⅱ

生物薬剤学Ⅲ

製剤学Ⅰ

製剤学Ⅱ

製剤学Ⅲ

医薬品情報 調剤学

臨床薬学Ⅰ

臨床薬学Ⅱ薬理系

治療系

薬剤系

製剤系

臨床系

臨床薬学Ⅲ

医療システム学

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照
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1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

薬局実習・病院実習

３．薬物治療の専門家としての実践能力
薬剤師として患者の背景を理解した上で、多職種、同僚と協力し、科学的根拠に基づいた適切な薬物治療を提供できる。

病態学

病態治療学Ⅰ

病態治療学Ⅱ

病態治療学Ⅲ 病態治療学Ⅳ

病態治療学Ⅴ 病態治療学Ⅵ

製剤学Ⅰ

製剤学Ⅱ

製剤学Ⅲ

調剤学

臨床薬学Ⅰ

臨床薬学Ⅱ

日本薬局方

医薬品化学Ⅰ

医薬品化学Ⅱ

生薬学

漢方医薬学

臨床薬学Ⅲ

*B群・C群選択科目群のコンピテンシーについては、
コンピテンシーマトリックスを参照すること

薬事関係
法規

生物薬剤学Ⅰ

生物薬剤学Ⅱ

生物薬剤学Ⅲ

薬剤系

製剤系

B群・C群選
択科目群*

治療系

化学系

臨床系

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照
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1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

薬局実習・病院実習
卒業研究
Ⅱ

卒業研究
Ⅲ

卒業研究
Ⅰ

基礎実習
1・2

各系実習※

事前実習
Ⅰ・Ⅱ

３．薬物治療の専門家としての実践能力
薬剤師として患者の背景を理解した上で、多職種、同僚と協力し、科学的根拠に基づいた適切な薬物治療を提供できる。

*各系実習のコンピテンシーについては、
コンピテンシーマトリックスを参照すること

エクスターンシップ
Ⅰ～Ⅳ

アドバンス実習
Ⅰ・Ⅱ

トライアルラボ

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照

14



４．コミュニケーション能力
医療人として、患者、患者の家族の背景を理解し、傾聴、共感ができる。また、多職種、同僚を互いに尊重し、薬の専門家として
適切な情報を提供することができる。

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

多
職
種
連
携
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

薬局実習・病院実習

コミュニケーション 医療の中の薬学

臨床薬学Ⅱ

*B群・C群選択科目群のコンピテンシーについては、
コンピテンシーマトリックスを参照すること早期体験

事前実習
Ⅰ・Ⅱ

基礎実習
1・2

治療系実習

エクスターンシップ
Ⅱ～Ⅳ

アドバンス実習
Ⅰ・Ⅱ

B群・C群選
択科目群*

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照
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５．地域における医療人としての活動
医療・福祉にかかわる社会的背景を把握し、地域の医療・保健・福祉・介護・行政・食品などの分野を理解し、地域の人々の
健康増進、公衆衛生の向上および疾病の予防に関わる責任感と態度を有している。

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

薬局実習・病院実習

衛生系実習

社会の中の薬学

調剤学

医療システム学

卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ

卒業研究Ⅰ臨床薬学Ⅱ

* B群・C群選択科目群のコンピテンシーについては、
コンピテンシーマトリックスを参照すること

衛生薬学Ⅳ

衛生薬学Ⅰ

衛生薬学Ⅲ衛生薬学Ⅱ

化学系実習

アドバンス実習
Ⅰ・Ⅱ

B群・C群選
択科目群*

事前実習
Ⅰ・Ⅱ

医療の中の薬学

治療系実習

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照
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６．薬学関連領域における探求・解決能力
医療や公衆衛生の向上のために課題を自ら探求し、問題解決に導く方法を提示することができる。また、自己研鑽に努め、
学習者たる環境を構築することができる。

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

5
年
次

6
年
次

海
外
の
薬
剤
師
に
学
ぶ
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

原著論文

卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ

卒業研究Ⅰ

各系実習※

B群・C群選
択科目群*

*各系実習、B群・C群選択科目群のコンピテンシー
については、コンピテンシーマトリックスを参照すること

薬局実習・病院実習

イエロー：ストーン2
オレンジ：ストーン3
ブルー ：ストーン4
グリーン：マトリックス参照
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コンピテンシー・マイルストーン 

 キャップストーン マイルストーン（応用） マイルストーン（基礎） ベンチマーク 

 

 

４ 

 

３ ２ １ 

１．教養と倫理観 

広い教養を身につけ、生命の尊厳、人権を尊

重し、医療倫理・法令等を遵守した活動ができ

る。 

薬剤師として必要とされる知識・態度を示せる

ことが単位認定の要件である。 

薬剤師として必要とされる知識・態度を模擬

的に示せることが単位認定の要件である。 

基盤となる知識・態度を示せることが単

位認定の要件である。 

修得する機会がない、あるいは機会はある

が、単位認定に関わらない。 

２．薬学関連領域における知識・技能 

薬学の基盤科目の内容を理解し、医療の現

場等において活用できる知識、技能を有してい

る。 

医療現場等において必要とされる知識・技能

を活用できることが単位認定の要件である。 

医療現場等において必要とされる知識・技能

を模擬的に実践できることが単位認定の要

件である。 

基盤となる知識を示せることが単位認

定の要件である。 

修得する機会がない、あるいは機会はある

が、単位認定に関わらない。 

３．薬物治療の専門家としての実践能力 

薬剤師として患者の背景を理解した上で、多

職種、同僚と協力し、科学的根拠に基づいた適

切な薬物治療を提供できる。 

薬剤師として必要とされる知識・技能・態度を

実践できることが単位認定の要件である。 

薬剤師として必要とされる知識・技能・態度を

模擬的に実践できることが単位認定の要件

である。 

基盤となる知識・態度を示せることが単

位認定の要件である。 

修得する機会がない、あるいは機会はある

が、単位認定に関わらない。 

４．コミュニケーション能力 

医療人として、患者、患者の家族の背景を理

解し、傾聴、共感ができる。また、多職種、同僚を

互いに尊重し、薬の専門家として適切な情報を

提供することができる。 

医療現場等において必要とされる知識・技能・

態度を実践できることが単位認定の要件であ

る。 

医療現場等において必要とされる知識・技

能・態度を模擬的に実践できることが単位認

定の要件である。 

基盤となる知識・態度を示せることが単

位認定の要件である。 

修得する機会がない、あるいは機会はある

が、単位認定に関わらない。 

５．地域における医療人としての活動 

医療・福祉にかかわる社会的背景を把握し、

地域の医療・保健・福祉・介護・行政・食品など

の分野を理解し、地域の人々の健康増進、公衆

衛生の向上および疾病の予防に関わる責任感

と態度を有している。 

医療人として必要とされる知識・技能・態度を

実践できることが単位認定の要件である。 

医療人として必要とされる知識・技能・態度を

模擬的に実践できることが単位認定の要件

である。 

基盤となる知識・態度を示せることが単

位認定の要件である。 

修得する機会がない、あるいは機会はある

が、単位認定に関わらない。 

６．薬学関連領域における探求・解決能力 

医療や公衆衛生の向上のために課題を自ら

探求し、問題解決に導く方法を提示することが

できる。また、自己研鑽に努め、学習者たる環境

を構築することができる。 

知識・技能・態度を実践できることが単位認定

の要件である。 

知識・技能・態度を示せることが単位認定の

要件である。 

基盤となる知識・態度を示せることが単

位認定の要件である。 

修得する機会がない、あるいは機会はある

が、単位認定に関わらない。 
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早
期
体
験

①広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している。 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 4 4

②生命の尊厳と人権の尊重を基盤とした医療人としての姿勢を身につけている。 3 3 3 3 4 4

③医療倫理・法令等を遵守して医療に携わることができる。 3 3 3 3 4 4

①薬学を取り巻く分野に関心を持ち、医療等に貢献しようとする目的意識を持っている。 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4 4 2 2 3 4 4 2

②物理に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4 4 2 2 3 4 4

③化学に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4 4 2 2 3 4 4

④生物に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4 4 2 2 3 4 4

⑤衛生に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。 2 2 2 3 3 4 4 3 4 4 2 2 3 4 4

⑥疾病、治療等に用いる薬物、その使用を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有
している。

2 2 2 3 3 3 3 3 4 4 3 4 4 2 2 3 4 4

⑦薬物の創製を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4 4 2 2 3 4 4

①医薬品の構造と性質を理解して医薬品を扱うことができる。 2 2 2 2 2 4 4 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4 4

②医薬品の作用機序を理解し、医薬品を扱うことができる。 2 2 2 2 4 4 2 3 3 3 3 3 4 4

③医薬品の特性と法的な規制を理解し、調剤することができる。 2 2 2 2 4 4 3 3 3 3 4 4

④医薬品の特性と法的な規制を理解し、医薬品を管理、供給できる。 2 2 2 2 4 4 3 3 3 3 4 4

⑤患者背景を理解し、科学的根拠に基づいた病態を把握できる。 2 2 2 2 4 4 3 3 3 3 4 4

⑥代表的な疾患に対する薬物治療を、計画し提供するとともに、効果と副作用を評価できる。 2 2 2 2 4 4 3 3 3 3 4 4

①患者、患者家族の背景を理解するため、傾聴することにより患者に寄り添うことができる。 2 2 2 4 4 3 3 4 4

②患者、患者家族に共感し、信頼関係を構築した上で適切な情報を得ることができる。 2 2 2 4 4 3 3 4 4

③多職種、同僚を互いに尊重し、適切な情報を提供するとともに、共有することができる。 3 3 3 3 2 2 2 4 4 2 2 2 3 3 3 4 4 2

④患者、患者家族のプライバシーを侵害することのないように気を配ることができる。 2 2 2 4 4 3 3 4 4

①地域社会における公衆衛生の向上および疾病の予防に積極的に関わる責任感と態度を持つ。 2 3 3 4 4 3 4 4

②地域社会に求められる保健衛生や社会奉仕に参加する責任感と態度を持つ。 2 3 3 3 4 4 3 4 4

③地域における医療・福祉の仕組みを理解し、在宅医療とプライマリケア・セルフメディケーションに積
極的に関わる責任感と態度を持つ。

4 4 3 3 3 3 4 4

④医薬品等に関する医療的および社会的な問題の解決に積極的に関わる責任感と態度を持つ。 4 4 3 3 3 3 4 4

⑤災害医療チームの一員として活動できる基本的な知識を修得し、災害時には積極的に関わる責任
感と態度を持つ。

3 3 3 3 4 4

①薬学関連領域の最新の知識を調査することができる。 2 2 2 2 2 3 3 3 4 4

②医療や公衆衛生を取り巻く課題を発見し、その解決のための知識・技能を有している。 2 2 2 3 4 4

③生涯にわたる自己研鑽の必要性を理解し、自己の振り返りができる。 3 4 4

④自身および同僚が協力して学習できる関係・環境を構築する態度を有している。 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 4

医療や公衆衛生の向上のために課題を自ら探求し、問題解決に導く方法を提示することができる。また、自
己研鑽に努め、学習者たる環境を構築することができる。

医療人として、患者、患者の家族の背景を理解し、傾聴、共感ができる。また、多職種、同僚を互いに尊重し、
薬の専門家として適切な情報を提供することができる。

５．地域における医療人としての活動

医療・福祉にかかわる社会的背景を把握し、地域の医療・保健・福祉・介護・行政・食品などの分野を理解
し、地域の人々の健康増進、公衆衛生の向上および疾病の予防に関わる責任感と態度を有している。

６．薬学関連領域における探求・解決能力

４．コミュニケーション能力

リ
テ
ラ
シ
ー
領
域

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
領
域

１．教養と倫理観

広い教養を身につけ、生命の尊厳、人権を尊重し、医療倫理・法令等を遵守した活動ができる。

２．薬学関連領域における知識・技能

薬学の基盤科目の内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

３．薬物治療の専門家としての実践能力

薬剤師として患者の背景を理解した上で、多職種、同僚と協力し、科学的根拠に基づいた適切な薬物治療を
提供できる。

コンピテンス・コンピテンシーマトリックス表
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※空欄になっているところはストーン1である

①広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している。

②生命の尊厳と人権の尊重を基盤とした医療人としての姿勢を身につけている。

③医療倫理・法令等を遵守して医療に携わることができる。

①薬学を取り巻く分野に関心を持ち、医療等に貢献しようとする目的意識を持っている。

②物理に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

③化学に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

④生物に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

⑤衛生に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

⑥疾病、治療等に用いる薬物、その使用を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有
している。

⑦薬物の創製を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

①医薬品の構造と性質を理解して医薬品を扱うことができる。

②医薬品の作用機序を理解し、医薬品を扱うことができる。

③医薬品の特性と法的な規制を理解し、調剤することができる。

④医薬品の特性と法的な規制を理解し、医薬品を管理、供給できる。

⑤患者背景を理解し、科学的根拠に基づいた病態を把握できる。

⑥代表的な疾患に対する薬物治療を、計画し提供するとともに、効果と副作用を評価できる。

①患者、患者家族の背景を理解するため、傾聴することにより患者に寄り添うことができる。

②患者、患者家族に共感し、信頼関係を構築した上で適切な情報を得ることができる。

③多職種、同僚を互いに尊重し、適切な情報を提供するとともに、共有することができる。

④患者、患者家族のプライバシーを侵害することのないように気を配ることができる。

①地域社会における公衆衛生の向上および疾病の予防に積極的に関わる責任感と態度を持つ。

②地域社会に求められる保健衛生や社会奉仕に参加する責任感と態度を持つ。

③地域における医療・福祉の仕組みを理解し、在宅医療とプライマリケア・セルフメディケーションに積
極的に関わる責任感と態度を持つ。

④医薬品等に関する医療的および社会的な問題の解決に積極的に関わる責任感と態度を持つ。

⑤災害医療チームの一員として活動できる基本的な知識を修得し、災害時には積極的に関わる責任
感と態度を持つ。

①薬学関連領域の最新の知識を調査することができる。

②医療や公衆衛生を取り巻く課題を発見し、その解決のための知識・技能を有している。

③生涯にわたる自己研鑽の必要性を理解し、自己の振り返りができる。

④自身および同僚が協力して学習できる関係・環境を構築する態度を有している。

医療や公衆衛生の向上のために課題を自ら探求し、問題解決に導く方法を提示することができる。また、自
己研鑽に努め、学習者たる環境を構築することができる。

医療人として、患者、患者の家族の背景を理解し、傾聴、共感ができる。また、多職種、同僚を互いに尊重し、
薬の専門家として適切な情報を提供することができる。

５．地域における医療人としての活動

医療・福祉にかかわる社会的背景を把握し、地域の医療・保健・福祉・介護・行政・食品などの分野を理解
し、地域の人々の健康増進、公衆衛生の向上および疾病の予防に関わる責任感と態度を有している。

６．薬学関連領域における探求・解決能力

４．コミュニケーション能力

１．教養と倫理観

広い教養を身につけ、生命の尊厳、人権を尊重し、医療倫理・法令等を遵守した活動ができる。

２．薬学関連領域における知識・技能

薬学の基盤科目の内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

３．薬物治療の専門家としての実践能力

薬剤師として患者の背景を理解した上で、多職種、同僚と協力し、科学的根拠に基づいた適切な薬物治療を
提供できる。
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2025年度以降入学生用

※空欄になっているところはストーン1である

①広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している。

②生命の尊厳と人権の尊重を基盤とした医療人としての姿勢を身につけている。

③医療倫理・法令等を遵守して医療に携わることができる。

①薬学を取り巻く分野に関心を持ち、医療等に貢献しようとする目的意識を持っている。

②物理に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

③化学に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

④生物に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

⑤衛生に関する内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

⑥疾病、治療等に用いる薬物、その使用を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有
している。

⑦薬物の創製を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

①医薬品の構造と性質を理解して医薬品を扱うことができる。

②医薬品の作用機序を理解し、医薬品を扱うことができる。

③医薬品の特性と法的な規制を理解し、調剤することができる。

④医薬品の特性と法的な規制を理解し、医薬品を管理、供給できる。

⑤患者背景を理解し、科学的根拠に基づいた病態を把握できる。

⑥代表的な疾患に対する薬物治療を、計画し提供するとともに、効果と副作用を評価できる。

①患者、患者家族の背景を理解するため、傾聴することにより患者に寄り添うことができる。

②患者、患者家族に共感し、信頼関係を構築した上で適切な情報を得ることができる。

③多職種、同僚を互いに尊重し、適切な情報を提供するとともに、共有することができる。

④患者、患者家族のプライバシーを侵害することのないように気を配ることができる。

①地域社会における公衆衛生の向上および疾病の予防に積極的に関わる責任感と態度を持つ。

②地域社会に求められる保健衛生や社会奉仕に参加する責任感と態度を持つ。

③地域における医療・福祉の仕組みを理解し、在宅医療とプライマリケア・セルフメディケーションに積
極的に関わる責任感と態度を持つ。

④医薬品等に関する医療的および社会的な問題の解決に積極的に関わる責任感と態度を持つ。

⑤災害医療チームの一員として活動できる基本的な知識を修得し、災害時には積極的に関わる責任
感と態度を持つ。

①薬学関連領域の最新の知識を調査することができる。

②医療や公衆衛生を取り巻く課題を発見し、その解決のための知識・技能を有している。

③生涯にわたる自己研鑽の必要性を理解し、自己の振り返りができる。

④自身および同僚が協力して学習できる関係・環境を構築する態度を有している。

医療や公衆衛生の向上のために課題を自ら探求し、問題解決に導く方法を提示することができる。また、自
己研鑽に努め、学習者たる環境を構築することができる。

医療人として、患者、患者の家族の背景を理解し、傾聴、共感ができる。また、多職種、同僚を互いに尊重し、
薬の専門家として適切な情報を提供することができる。

５．地域における医療人としての活動

医療・福祉にかかわる社会的背景を把握し、地域の医療・保健・福祉・介護・行政・食品などの分野を理解
し、地域の人々の健康増進、公衆衛生の向上および疾病の予防に関わる責任感と態度を有している。

６．薬学関連領域における探求・解決能力

４．コミュニケーション能力

１．教養と倫理観

広い教養を身につけ、生命の尊厳、人権を尊重し、医療倫理・法令等を遵守した活動ができる。

２．薬学関連領域における知識・技能

薬学の基盤科目の内容を理解し、医療の現場等において活用できる知識、技能を有している。

３．薬物治療の専門家としての実践能力

薬剤師として患者の背景を理解した上で、多職種、同僚と協力し、科学的根拠に基づいた適切な薬物治療を
提供できる。
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